
YouTube で動画配信
都構想について解説しています！

「KOTOKOの聞いとこ都構想」

デメリットも記載されず
ただ単に都構想の
広告と化している。。。

　大阪市の広報紙について「都構想になると全てがバラ色になるような記載となっており、公平性の観点から問題あり」と
指摘されているように、全くデメリットが伝えられないまま今日まできました。

　私は市会の委員会で様々な観点から質疑を行い、そしてはっきりと分かったことは、もし仮に
都構想が決まった場合、「住民サービスを提供する組織や職員体制の詳細は今後検討していく」
「サービス水準を維持するよう努める」というものでした。

　要するに何も決まっておらず、やってみないと分からない。
サービス水準が維持されるかどうか一切保証されたものではないということです。

　多くの市民が都構想の内容について“行政の説明が不十分”
と回答していますが、仮に大阪市の廃止が決まった後に

　大阪市民の税金を使い、莫大な費用をかけて大阪市を消滅させようと進められていま
すが、新型コロナの影響で、今後、大阪市の税収は大幅に下がることが確実視されています。
市民生活や経済活動への影響を考えた時に、今やるべき大阪市の姿を見失ってはなりません。
　さまざまな質問については裏面をご参照いただくとして

ぜひとも「都構想」の中身をご理解いただき、しっかりと「反対」の意思表示を行う
必要があると考えています。
　皆さんのご指導・ご支援よろしくお願い申し上げます。

都構想によって大阪市民の暮らしはどうなるのか？都構想によって大阪市民の暮らしはどうなるのか？

大阪市を廃止するデメリットを正しく理解して投票に行きましょう。

～この重い判断が再び大阪市民に課せられました～
大阪市を廃止するか否か二度目の

  住民投票

「こんなはずではなかった」と
大阪市を元に戻そうとしても元には戻せません。

今やるべきことは「大阪市廃止」ではない！
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